
徘徊が心配なときのサービス（相談先：周防大島町地域包括支援センター）

１．高齢者SOSネットワーク事業
認知症等で行方不明になった方を早期に発見できるよう、行方不明になるの恐れのある方を事前に登録する制

度です

【登録方法】ご家族や担当ケアマネジャーより、地域包括支援センターにご相談ください

【事業の流れ】

①地域包括支援センターに相談

②地域包括支援センター職員が家庭訪問

③登録届の提出

④登録届の内容について、柳井警察署・役場総務課、福祉課とも情報共有をします

⑤行方不明が発生した場合に、各関係機関と情報を共有し、早期発見に努めます

２．認知症あんしん見守りシール（どこシル伝言板）（※高齢者SOSネットワーク登録をした方が対象です）
認知症等で行方不明になった方を早期に発見し、保護するための新しい事業です

認知症等で行方不明になった際、衣服等に貼ったQRコードが読み取られると、保護者へ瞬時に発見通知メール

が届きます。発見者はQRコードを読み取ると、ニックネームや注意すべきことなど対処方法がわかるので安心

です。チャット形式の伝言板だからやりとりは簡単。お迎えまで迅速に行えます。

シールを貼っている人を見かけたら、困っているかもしれません。優しい声かけや対応など、

ご協力をお願いします。


